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はじめに 

 

ここにきて、WiMAXのグローバル拡大を加速化する、強力なモメンタムが形成されている。ITUがWiMAX

を 3G 標準規格「ITU-2000」として正式勧告したことに続き、アナログ TV 周波数の開放、そして 4G 周波数

帯の選定などである。2007年は、これら3点によってWiMAXが世界通信市場のメインストリーム技術へと発

展する道が開かれたといえるだろう。 

 

海外の動向を見てみると、最も話題となった米スプリント・ネクステルにおける WiMAX 事業の場合、米ク

リア・ワイヤーとのネットワーク共同構築計画が白紙撤回となった。これを受け、特に金融業界では WiMAX

の事業性に疑問を投げている。しかし、これは WiMAX の潜在能力に対する関心が高まっているという反証

でもある。グーグルが 2008 年の周波数競売で 700MHz を獲得すれば、WiMAX を選択する可能性は非常

に高い。また AT ＆ T も WiMAX の可能性に注目し、自社の次世代技術のロードマップに盛り込むなど、事

業化に向けた動きは加速化している。 

 

欧州では、3.5GHz の固定型 WiMAX 事業者がサービスを本格化するなか、モバイル WiMAX に対しても

2.5 ～ 2.6GHz 帯域の周波数割り当てが検討されている。特に、英国の Ofcom が最近になって 3.5GHz 帯

での移動通信サービスを許可したことは、他の EU 諸国に一定の影響をもたらすと考えられる。こうした市場

成長の背景には、EU の主導する技術／サービス中立性、2G 周波数の 3G 再活用、TV 周波数の開放など、

WiMAX に前向きな規制や政策の変化が挙げられる。 

 

アジアに目を転ずると、世界初の商用サービスを始めた韓国以外にもシンガポールやマレーシア、インド、

パキスタンなど、各国でモバイル WiMAX に直行する形で市場が早期から形成されている。 

 

本報告書は、拡大の機会を迎えたグローバルWiMAX市場の現状を総合的にまとめたものである。WiMAX

事業者の戦略や地域別規制・政策動向を重点的に考察することにより、具体的に「どのような市場」で、「ど

のような要因」によって、WiMAX 市場規模が形成されているかを分析した。 

 

第 1 章では、グローバル WiMAX 市場の最新動向をイシュー別に整理した。第 2 章はアメリカ市場におけ

る主要プレーヤーの動向、および FCC の政策方向を明らかにしたものである。第 3 章ではイギリスやフラン

ス、ドイツ、オーストリアなどの WiMAX 事業者と、EU や Ofcom が主導する政策とそのインパクトを分析して

いる。第 4 章においては、韓国や台湾、シンガポール、マレーシア、インド、中国における WiMAX 事業者と

規制動向を俯瞰している。第 5 章および第 6 章では、グローバル WiMAX 市場を地域と需要別に分けて展

望し、今後の発展過程で予想される変数と課題を掲げた。本書が貴社戦略の一助になれば幸いである。 

 

2008 年 1 月吉日 

 

ATLAS Research ＆ Consulting 代表取締役社長 朴 終鳳 

情報流通ビジネス研究所 代表取締役所長 飯塚 周一 




